
紹

介

永
島
福
太
郎
編

『
三
木
金
物
問
屋
史
料
』

　
播
州
三
木
は
「
金
物
の
町
」
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
の
町
が
金
物
と
と
も
に
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
八
世
紀
後
半
以
降

の
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ほ
ど
ふ
る
い
こ
と
で
は

な
い
。

　
別
面
長
治
の
城
下
で
あ
っ
た
三
木
は
、
盤
臣
秀

吉
に
よ
っ
て
地
子
免
許
の
地
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
い
き
さ
つ
は
あ
っ
た
が
徳
川
幕
府
も
こ
れ
を
認

め
た
。
し
か
し
、
一
七
世
紀
以
降
、
姫
路
・
闘
石

・
兵
庫
の
線
に
繁
栄
の
中
心
が
移
り
、
必
ず
し
も

順
調
な
発
展
を
と
げ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　
一
七
六
〇
年
代
ご
ろ
か
ら
、
鋸
・
庖
丁
な
ど
の

鍛
冶
が
お
こ
り
、
大
坂
・
堺
な
ど
既
得
権
を
も
つ

仲
聞
と
の
対
抗
の
中
で
、
八
0
年
代
以
降
鍛
冶
仲

間
が
分
化
発
達
す
る
。
同
時
に
、
金
物
道
具
屋

（
仲
買
問
屋
）
仲
間
が
で
き
、
問
屋
と
職
人
と
の

「
唇
歯
輔
車
」
的
取
引
関
係
が
成
立
す
る
う
ち
、

江
戸
積
問
屋
二
軒
が
形
成
さ
れ
、
こ
れ
が
三
木
金

物
を
有
名
に
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　
本
書
は
、
こ
の
道
具
屋
仲
間
の
惣
代
で
江
戸
積

問
屋
で
も
あ
っ
た
黒
田
（
帯
屋
）
清
右
衛
門
家
・

井
上
（
道
具
屋
）
善
七
家
の
文
書
・
記
録
を
中
心

に
、
秀
吉
制
札
や
明
細
帳
な
ど
三
木
市
有
文
書
を

補
足
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
仲
買
仲
闘
定
法
、
職
方
と
の
と
り
き
め
、
職
方

値
段
、
鍛
冶
方
連
名
、
そ
の
他
闇
鷹
・
職
人
間
の

各
種
証
文
な
ど
、
三
木
に
お
け
る
金
物
生
産
と
取

引
の
内
灘
構
造
を
し
め
す
史
料
の
ほ
か
、
鋸
鍛
冶

仲
聞
や
打
物
問
屋
仲
闘
の
よ
う
に
、
同
業
種
間
で

大
坂
・
京
都
・
江
戸
・
名
古
屋
な
ど
他
地
域
の
仲

間
と
の
関
係
を
し
め
す
史
料
、
四
国
・
中
国
の
注

文
控
な
ど
取
引
史
料
が
あ
り
、
黒
田
家
の
棚
卸
帳

が
寛
政
以
降
嘉
永
ま
で
ほ
ぼ
収
録
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
文
政
穴
年
領
主
の
館
林
語
意
平
氏
が
三
木

役
所
に
切
手
会
所
を
開
設
し
た
が
、
そ
の
仕
法
書

・
会
所
日
記
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
三
木
金
物
が
鋸
・
前
面
・

鉋
・
墾
・
油
尺
地
・
曲
尺
目
切
・
庖
丁
・
や
す
り

・
紙
断
庖
丁
・
剃
刀
・
鋏
の
多
様
な
鍛
冶
を
か
か

え
、
化
政
期
に
全
盛
を
迎
え
る
事
情
を
詳
か
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
な
か
に
は
、
文
政
一
三
年
松

平
氏
が
金
物
の
国
産
導
売
を
め
ざ
し
た
と
き
、
対

抗
策
と
し
て
、
江
戸
の
炭
屋
七
左
衛
門
宛
の
荷
を

大
坂
炭
屋
三
蔵
名
義
で
出
荷
す
る
擬
装
を
講
じ
る

な
ど
、
打
物
問
屋
仲
聞
の
連
携
を
し
め
す
興
味
深

い
史
料
も
見
う
け
ら
れ
、
芙
保
改
革
の
株
仲
間
解

散
令
の
背
景
に
想
像
を
め
ぐ
ら
す
こ
と
も
で
き
る
。

　
君
の
ほ
か
、
本
書
に
は
、
編
者
に
よ
っ
て
文
政

五
年
版
三
木
町
史
と
名
づ
け
ら
れ
た
「
地
子
御
免

許
大
意
録
」
、
京
流
前
回
鋸
の
開
拓
潜
井
上
父
子

の
創
業
記
と
い
う
べ
き
「
父
祖
行
状
記
」
や
前
記

市
有
文
書
が
お
さ
め
ら
れ
、
概
観
的
理
解
を
容
易

に
し
て
い
る
。

　
巻
末
に
「
解
説
・
研
究
編
」
が
あ
り
、
編
者
に

よ
る
解
説
と
三
木
金
物
の
概
説
の
ほ
か
、
神
山
久

夫
・
桑
田
優
・
畠
山
秀
樹
の
諸
氏
が
、
三
木
問
屋

と
炭
屋
、
松
平
氏
の
諸
政
策
、
黒
田
象
棚
卸
帳
の

分
析
に
つ
い
て
、
短
か
い
文
章
を
書
い
て
い
る
。

私
と
し
て
は
、
太
平
洋
戦
争
前
ま
で
「
金
物
の
御

三
家
」
と
呼
ば
れ
た
三
つ
の
会
社
が
、
天
保
期
す

で
に
抜
群
の
地
位
を
占
め
て
い
た
と
い
う
神
山
氏

の
指
摘
が
、
近
代
経
済
史
の
時
期
区
分
と
も
か
か

わ
っ
て
面
白
か
っ
た
。

　
三
木
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
『
三
木
町
有
古
文

書
』
　
（
一
九
五
二
年
）
・
『
三
木
市
史
』
　
（
一
九
七

〇
年
）
が
あ
り
、
永
島
・
桑
田
氏
に
そ
れ
ぞ
れ
数

編
の
研
究
論
文
が
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
市
有

文
書
の
一
部
は
本
四
に
も
重
複
蚊
録
さ
れ
て
い
る

が
、
あ
く
ま
で
金
物
史
の
理
解
に
資
す
る
範
囲
に

15e　（150）



介紹

と
ど
め
ら
れ
て
お
り
、
編
者
の
永
島
氏
は
、
前
二

二
の
編
集
に
も
携
わ
ら
れ
た
の
で
、
史
料
の
選
択

等
に
遣
漏
は
な
い
。
今
回
の
書
物
と
あ
わ
せ
て
、

三
部
作
と
も
い
う
べ
き
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

　
た
だ
ひ
と
つ
の
短
所
を
あ
げ
る
と
、
店
印
な
ど

を
示
す
た
め
と
し
て
影
印
図
版
で
掲
げ
ら
れ
た
約

四
〇
ペ
ー
ジ
の
史
料
が
、
意
図
に
及
し
て
必
ず
し

も
鮮
明
で
な
い
部
分
の
あ
る
こ
と
を
遺
憾
と
す
る
。

黒
田
家
文
書
が
所
有
者
に
よ
る
選
別
保
存
を
受
け

た
も
の
で
、
他
の
史
料
が
焼
却
さ
れ
た
ら
し
い
の

は
誠
に
残
念
だ
が
、
そ
れ
も
内
容
が
す
ぐ
れ
て
い

る
か
ら
で
、
こ
れ
を
機
会
に
他
の
家
々
の
文
書
調

査
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
　
　
　
（
A
5
版
　
七
〇
〇
頁
　
口
絵
写
植
具
六
頁
　
史

　
　
　
料
編
六
〇
〇
頁
　
解
説
研
究
編
八
四
頁
　
参
考

　
　
　
文
献
・
年
表
つ
ぎ
、
一
九
七
八
年
三
月
　
思
文

　
　
　
閣
出
版
　
一
〇
、
○
○
○
円
）

　
　
　
　
　
　
　
（
朝
尾
直
弘
　
京
都
大
学
助
教
授
）

門
脇
禎
二
著

『
蘇
我
蝦
夷
・
入
鹿
』

　
本
書
は
、
十
年
余
に
わ
た
る
著
老
の
「
大
化
改

新
」
批
判
、
　
『
日
本
書
紀
』
の
史
料
批
判
か
ら
導

き
出
さ
れ
た
蘇
我
蝦
夷
・
入
鹿
部
を
堤
示
し
た
も

の
で
あ
る
。
第
一
部
「
豊
浦
大
臣
蘇
我
毛
人
」
、

第
二
部
「
『
大
臣
』
蘇
我
大
郎
鞍
作
」
と
い
う
二

部
構
成
に
な
っ
て
い
る
が
、
蝦
夷
・
入
鹿
の
人
物

像
が
「
『
日
本
書
紀
』
を
編
纂
・
述
作
し
た
古
代
貴

族
の
史
観
と
通
念
」
及
び
「
近
代
の
教
育
・
文
化

政
策
の
も
と
で
培
わ
れ
た
国
家
観
や
歴
史
意
識
」

に
よ
っ
て
二
上
に
歪
め
ら
れ
て
い
る
と
す
る
著
者

は
、
　
「
は
じ
め
に
－
叙
述
の
前
提
－
偏
に
お
い
て
、

『
製
本
書
紀
』
の
性
格
、
七
世
紀
前
半
の
宮
廷
制

度
、
蘇
我
蝦
夷
・
入
鹿
の
名
に
検
討
を
加
え
、
上

述
の
如
き
歪
み
か
ら
「
宿
ら
を
解
き
放
っ
て
考
え

て
ゆ
」
こ
う
と
す
る
。

　
二
人
の
名
前
に
つ
い
て
の
み
紹
介
す
る
と
、
ま

ず
蝦
夷
は
噸
日
本
書
紀
』
で
は
こ
の
用
字
に
統
一

さ
れ
て
い
る
が
、
『
上
葉
聖
徳
法
王
帝
説
』
に
「
蘇

我
豊
浦
毛
人
大
臣
」
と
見
え
る
如
く
「
毛
人
」
が

本
来
の
用
字
で
あ
り
、
　
「
蘇
我
大
臣
」
　
「
豊
浦
大

臣
」
が
通
称
で
あ
っ
た
。
蝦
夷
は
侮
蔑
の
用
字
で

あ
り
『
日
本
書
紀
』
の
編
者
が
こ
と
さ
ら
に
毛
人

を
変
え
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
入
鹿
は
本
来
、
蘇

我
林
臣
鞍
作
で
あ
り
、
そ
れ
が
『
古
事
記
』
仲
哀

天
皇
条
に
斎
え
る
応
神
と
伊
著
沙
和
気
大
神
と
の

易
名
伝
承
に
登
場
す
る
入
鹿
（
海
隊
）
に
因
ん
で

入
鹿
と
さ
れ
、
　
「
か
れ
の
借
越
行
為
が
あ
っ
た
と

さ
れ
る
天
皇
や
殺
害
し
た
山
背
大
兄
王
に
対
す
る

蘇
我
大
郎
鞍
作
の
稼
れ
襖
い
が
さ
れ
て
い
る
」
と

す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
蝦
夷
・
牡
鹿
と
い
う
名
そ
の
も
の

に
す
で
に
潤
色
の
あ
と
を
見
る
著
者
は
、
以
下
の

叙
述
を
豊
浦
大
臣
（
毛
人
）
・
蘇
我
大
郎
鞍
作
と
い

う
本
来
の
名
で
す
す
め
て
い
く
。

　
第
一
部
「
豊
浦
大
臣
蘇
我
毛
人
」
は
、
さ
ら
に

西
章
に
わ
か
れ
第
一
章
で
は
蘇
我
馬
子
と
物
部
守

屋
の
妹
と
の
間
に
生
ま
れ
河
内
の
豊
浦
で
育
っ
た

毛
人
の
生
い
た
ち
に
ふ
れ
、
第
二
章
で
は
彼
の
政

治
的
舞
台
へ
の
初
登
場
の
場
で
あ
る
推
古
十
年
の

新
羅
使
引
見
に
つ
い
て
述
べ
る
。
第
三
章
で
は
、

父
罵
子
の
死
後
問
族
の
最
有
力
考
た
る
叔
父
境
家

臣
摩
理
勢
を
減
ぼ
し
て
、
岡
族
の
山
背
皇
子
で
は

な
く
田
村
皇
子
（
離
層
）
の
即
位
を
毛
人
が
決
断

す
る
過
程
を
描
き
、
彼
が
名
実
と
も
に
大
臣
の
地

位
を
確
立
し
た
歩
み
を
明
ら
か
に
し
、
第
四
章
に

お
い
て
毛
人
と
語
明
の
関
係
が
次
第
に
疎
遠
化
し

て
い
っ
た
こ
と
を
説
く
。

　
第
二
部
「
『
大
臣
』
蘇
我
大
郎
鞍
作
」
も
四
章

か
ら
な
り
、
第
一
章
で
は
鞍
作
の
生
立
ち
、
彼
が

僧
妥
の
学
堂
に
学
び
唐
の
新
知
識
に
ふ
れ
た
こ
と
、

豊
浦
大
臣
が
欝
明
の
後
に
山
背
大
兄
で
は
な
く
大

后
宝
皇
女
（
皇
極
）
を
即
位
さ
せ
た
こ
と
、
朝
鮮

三
国
を
め
ぐ
る
外
交
関
係
の
緊
迫
等
を
説
き
、
蘇

我
氏
専
権
の
事
例
と
解
さ
れ
て
い
る
骨
檬
岡
の
邸
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